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（東京医科歯科大学 特任教授）

がんはゲノムの多様な変異が原因となっている極めて複雑な病気である。東京大学医科学
研究所はスパコンを活用したデータ解析でゲノム変異の全貌を暴き出し、血液腫瘍の患者
さんに全ゲノムシークエンス解析に基づき３日で診断を返すことができるようになった。
自分のゲノム情報を得るためのコストは10万円以下になり、がんゲノム、そして親から
もらったゲノム情報をだれもが手に入れることができる。スパコンがなくてもクラウドな
どを使ったデータ解析により数万円以下で自分のがんのゲノムの変異や親からもらったゲ
ノムのバリエーションの全てを解析することができる。そんな社会がやってきた。本講演
では、がん研究・医療におけるAIの現状と社会的課題について述べる。

1977年九州大学理学部数学科卒。理学博士。1993年九大
理学部教授、1996年より東京大学医科学研究所ヒトゲノム
解析センター教授、2014年よりヒトゲノム解析センター長
を経て、2020年4月に東京医科歯科大学に新設されたM&D
データ科学センター長として医学と歯学のためのデータサイ
エンスを展開。日本バイオインフォマティクス学会長、神奈
川県立がんセンター総長などを歴任。国際計算生物学会
(ISCB)よりISCB Fellowの称号を授与される。「先端ゲノミ
クスによる癌の分子基盤の解明」で2016年度上原賞、
2019年度ヘルシーソサエティ賞（パイオニア部門）受賞。

・市民の方：下記QRコードからお申込みください。
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